
＜安定供給に向けて＞ 移動式解体処理⾞等の活⽤
○ 移動式解体処理⾞（通称︓ジビエカー）は、遠⽅から処理加⼯施設に搬⼊する場合でも⾁質を劣化させないように

するため、捕獲現場近くまで移動し、⾞内にて、はく⽪・内臓摘出･解体までを⾏うことができる特殊⾞両。
○ ジビエ専⽤の⼩型保冷⾞（通称︓ジビエジュニア）は、捕獲個体を冷却しながら運搬できる回収専⽤⾞。
○ 道路が狭⼩な⼭中の捕獲現場では、ジビエジュニアとジビエカーのリレー⽅式により、捕獲〜搬送〜⼀次処理を迅速

かつ衛⽣的に⾏うことが可能となり、安全で良質なジビエの安定供給に資することが期待。
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⼭中の捕獲現場へジビエジュニアが直⾏。
シカ等を冷やしながらジビエカーへ搬送。

（ジビエカーとジビエジュニアの連携イメージ）

ジビエジュニア

搬送されたシカ等を速やかに解体。
枝⾁にして処理加⼯施設へ搬⼊。

⼆次処理、商品化。
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